
平
成
２２
年
９
月
１
日
�
に

人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
ホ
テ
ル
風
に
生
ま
れ

変
わ
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

清
潔
感
が
あ
り
、
全
体
的

に
や
わ
ら
か
く
落
ち
着
き
の

あ
る
色
調
で
、
検
査
室
の
表

示
や
案
内
表
示
が
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
レ
イ
ア
ウ
ト
と
人

間
ド
ッ
ク
の
各
検
査
項
目
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

単
独
検
査（
簡
易
脳
ド
ッ
ク
）

「
簡
易
脳
ド
ッ
ク
」
は
、

脳
血
管
障
害
や
脳
腫
瘍
を
早

期
に
発
見
し
早
期
治
療
へ
つ

な
げ
る
た
め
に
、
ご
要
望
の

多
い
脳
の
検
査
を
比
較
的
手

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
検

査
で
す
。

脳
の
血
管
が
つ
ま
る
「
脳

梗
塞
」、
脳
の
血
管
が
切
れ

て
出
血
す
る
「
脳
出
血
」、

動
脈
瘤
が
破
裂
し
て
起
こ
る

「
く
も
膜
下
出
血
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
急

に
発
病
し
早
め
に
治
療
を
し

な
い
と
重
大
な
後
遺
症
を
残

す
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
期
発
見
が
必
要
で
す
。

脳
疾
患
が
気
に
な
る
方
、

脳
卒
中
、
脳
腫
瘍
の
症
状
が

御
親
族
に
発
症
し
た
方
、
５０

歳
以
上
の
方
に
お
勧
め
し
ま

す
。

新
規
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

平
成
２２
年
６
月
よ
り
新
規

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て

「
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査

（
Ｆ
Ｇ
Ｓ
）」を
始
め
て
お
り

ま
す
。

〔
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査

と
は
〕

口
か
ら
直
径
１
�
程
度
の

柔
ら
か
い
管
の
先
に
カ
メ
ラ

の
付
い
た
内
視
鏡
を
挿
入
し
、

食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
を
観

察
す
る
検
査
で
す
。
い
わ
ゆ

る
「
胃
カ
メ
ラ
」
の
検
査
で

す
。潰

瘍
、
炎
症
、
腫
瘍
、
ポ

リ
ー
プ
な
ど
の
診
断
や
バ
リ

ウ
ム
検
査
で
は
判
り
に
く
い

病
変
を
発
見
す
る
の
に
有
効

な
検
査
で
す
。

〔
検
査
を
お
す
す
め
す
る
方
〕

年
齢
が
７５
歳
未
満
の
方

（
検
査
の
リ
ス
ク
よ
り
も
、

胃
が
ん
発
見
の
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
く
上
回
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。）

〔
検
査
が
で
き
に
く
い
方
〕

○

過
去
に
歯
の
治
療
で
、

麻
酔
注
射
（
キ
シ
ロ
カ
イ

ン
�

）で
具
合
が
悪
く
な
っ

た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出

た
事
の
あ
る
方

○

年
齢
が
７５
歳
以
上
の
方

（
検
査
に
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
の
で
、
異
常
が
出
に

く
い
年
齢
で
あ
っ
た
り
持

病
を
十
分
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。）

〔
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査

の
リ
ス
ク
〕

検
査
及
び
治
療
中
に
、
偶

発
的
な
出
血
、
穿
孔
、
注
射

・
咽
頭
麻
酔
に
よ
る
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
が
、
全
国
集
計
で
０

・
０
５
１
％
（
２
０
０
０
人

に
１
例
）の
割
合
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
�

Vol.
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東京逓信病院は�日本医療機能
評価機構が実施する病院機能評
価の認定病院です。
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平成２２年１０月１日

〒１０２‐８７９８
東京都千代田区富士見２‐１４‐２３
TEL０３（５２１４）７１１１（代）

人間ドックセンター
センター長

森田 博義

お申込方法等
人間ドックのお申込は、東京逓信病院人間ドックセンターへご
連絡ください。

≪連絡先≫ 住 所：〒１０２－８７９８
東京都千代田区富士見２－１４－２３ 管理棟１F
東京逓信病院 人間ドックセンター
電 話：０３－５２１４－７０５５・７１６７
F A X：０３－５２１４－７３８９
H P : http : //www.hospital.japanpost.jp/tokyo/

この機会に是非、当院の人間ドックをご利用ください。

みなさまのご利用を、スタッフ一同、心よりお待ちいたしてお

ります。

【人間ドック検診のご紹介】
基本検診
人間ドックの基本検診を系統別にご紹介します。

項 目
身長、体重、標準体重、肥満指数（BMI方式）、臍囲測定、体脂肪率

努力性肺活量、％肺活量、１秒率
呼吸器系

血圧、脈拍、胸部 X線撮影（心・大血管）、心電図検査
比重、蛋白、糖、ヘモグロビン、赤血球、白血球、円形上皮、扁平上
皮、赤血球円柱、白血球円柱、硝子様円柱、顆粒円柱
尿素窒素、クレアチニン
Na、K、Cl

腹部超音波検査
中性脂肪（トリグリセリド）、HDLコレステロール、LDLコレステ
ロール

尿酸
空腹時血糖、HbA１C
総ビリルビン、直接ビリルビン、AST（GOT）、ALT（GPT）、ALP、
γ－GT（γ－GTP）、LDH、Ch－E
総蛋白、A/G、Alb、α１－Gl、α２－Gl、β－Gl、γ－Gl、β＋M、γ＋M、
M－Pl、M－P２、PP
HBS抗原、HCV抗体

腹部超音波検査
血清アミラーゼ

腹部超音波検査
食道、胃、十二指腸
潜血反応（ヒトヘモグロビン）
血色素、へマトクリット、赤血球数、MCH、MCV、MCHC、血小
板数、白血球数
好中数、好酸球、好塩基球、単球、リンパ球、異型リンパ球、白血球
幼若型、赤芽球

RPR、TPHA、CRP
裸眼視力（眼鏡等）、矯正視力

眼圧、眼底
簡易聴力検査

（女性の方）内診、細胞診、コルポ診
（女性の方）乳房 X線撮影（マンモグラフィー）、触診

問診、視診、聴打診

肺機能測定
胸部 X線撮影

尿定性・沈澄

腎機能
電解質

脂質

糖

肝機能

蛋白分画

肝炎

膵機能

上部消化管 X線検査
検便

血球数

血液像

視力検査

子宮がん検査
乳がん検査

系 統
身 体 計測

呼 吸 器系

循 環 器系

腎・尿路系

代 謝 系

肝・胆道系

膵 臓

消 化 器系

血 液 系

血 清

眼 科

耳 鼻 科
婦 人 科
外 科
内 科 診察

オプション検査
オプション検査は人間ドック基本検診だけでは判らない部分の検査項目で、追加料金が必要となります。
また、脳ドック、肺がんドックは検査枠に限りがありますので、事前のご予約が必要です。

検査方法及び効果
MRIによる断面の画像を撮影、MRAによる血管の撮影により、脳
梗塞、脳血管障害などを早期発見するための検査
マルチスライス CTにより胸部をらせん状にすきまなく撮影、喀痰
による細胞診検査により、結核、肺がん、肺炎などを早期発見する
ための検査

主に前立腺の異常を発見するためのマーカー検査
主に卵巣癌を発見するためのマーカー検査
甲状機能亢進症、甲状腺炎、甲状腺機能低下症などの状態を
みる検査
心不全や心肥大などの心臓病を早期発見するための検査

足のかかとを超音波で測定し、骨粗しょう症、カルシウム代謝異常、
悪性腫瘍などを早期発見するための検査
両腕、両足首の４箇所に血圧計を巻いて血圧を測定し、閉鎖性動脈
硬化症などを早期発見するための検査

血

液

検

査

検 査 名

脳ドック（MRI、MRA検査）

肺がんドック（CT、喀痰検査）

前立腺癌腫瘍マーカー検査（PSA）
卵巣癌腫瘍マーカー検査（CA１２５）

甲状腺刺激ホルモン検査（TSH）

脳性ナトリウム利尿ペプチド（BNP）

骨密度検査（超音波法）

血管しなやかさ検査（動脈硬化検査）

人間ドック料金表
料 金
４１，０００円
４９，０００円
４０，０００円
２０，０００円
３，０００円
２，５００円
３，０００円
２，１００円
２，１００円
２，１００円
２，１００円
４０，０００円

検 査
男 性
女 性
脳ドック（MRI、MRA検査）
肺がんドック（マルチスライス CT、喀痰検査）
上部消化管内視鏡検査（FGS）
前立腺癌腫瘍マーカー検査（PSA）
卵巣癌腫瘍マーカー検査（CA）
甲状腺刺激ホルモン検査（TSH）
脳性ナトリウム利尿ペプチド（BNP）
骨密度検査（超音波法）
血管しなやかさ検査（動脈硬化検査）
簡易脳ドック（MRI、MRA検査）

人間ドック検査料
（消費税込み）

オプション検査料
（消費税込み）

単独検査（消費税込み）

【受 付】

【待合コーナー】

【採 血 室】

【人間ドックセンター新レイアウトのご紹介】

【人間ドックセンター入口】

【診 察 室】

平成２２年１０月１日（１）第９８号



当
院
で
は
平
成
２１
年
７
月

１
日
よ
り
一
般
病
棟
に
ご
入

院
の
患
者
さ
ま
の
健
康
保
険

に
よ
る
入
院
医
療
費
は
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
に
よ
り
会
計
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
あ
わ
せ
て
、
入
院
さ
れ
る

患
者
さ
ま
に
は
普
段
お
使
い

の
薬
（
持
参
薬
）
と
お
薬
手

帳
や
お
薬
説
明
書
を
お
持
ち

い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て

い
ま
す
（
図
１
）。
今
回
は

Ｄ
Ｐ
Ｃ
お
よ
び
持
参
薬
と
薬

剤
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は
？

Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
以
前
は
、
患

者
さ
ま
が
受
け
た
検
査
・
処

置
・
薬
と
い
っ
た
診
療
行
為

の
積
み
重
ね
（
い
わ
ゆ
る
出

来
高
方
式
）
に
よ
っ
て
入
院

医
療
費
を
計
算
し
て
い
ま
し

た
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
後
は
患
者

さ
ま
の
入
院
の
治
療
内
容
を

分
類
（
診
断
群
分
類
）
し
て
、

そ
の
診
断
群
分
類
ご
と
に
医

療
費
を
計
算
し
ま
す
。
Ｄ
Ｐ

Ｃ
制
度
は
、
平
成
１５
年
度
か

ら
導
入
が
は
じ
ま
り
平
成
２１

年
度
か
ら
は
、
当
院
も
含
め

て
全
国
約
１
２
８
０
の
病
院

が
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

・
な
ぜ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
導
入
す
る

の
で
す
か
？

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
制
度
的
な
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
無
駄
の

な
い
効
率
的
な
医
療
の
追
求

に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
、
全

国
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
か
ら
集
め

ら
れ
た
デ
ー
タ
の
公
開
に
よ

る
医
療
の
平
準
化
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で

は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
が
急
性

期
医
療
を
担
う
病
院
で
あ
る

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
当

院
は
、医
療
費
の
抑
制
、医
療

の
平
準
化
に
貢
献
す
る
た
め
、

ま
た
、
当
院
の
理
念
で
あ
る

「
地
域
お
よ
び
職
域
の
中
核

医
療
機
関
と
し
て
、
信
頼
さ

れ
る
質
の
高
い
医
療
を
提
供

し
ま
す
。」
に
基
づ
き
、
急

性
期
医
療
を
担
う
病
院
と
し

て
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
ま
し
た
。

・
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
入
院
費
の

計
算
方
法
は
？

Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
「
厚
生
労
働

省
の
定
め
た
診
断
群
分
類
ご

と
の
一
日
当
り
の
定
額
医
療

費
」
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
包

括
評
価
と
「
医
師
の
手
技
料

等
」
の
出
来
高
評
価
の
合
算

と
な
り
ま
す
（
図
２
）。
投

薬
（
治
療
に
使
わ
れ
る
内
服

薬
や
外
用
薬
等
）
は
包
括
評

価
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
院

さ
れ
る
患
者
さ
ま
に
は
入
院

前
に
お
使
い
の
お
薬
に
つ
い

て
は
お
持
ち
い
た
だ
く
よ
う

に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

持
参
薬
と
薬
剤
師
の
関
わ
り

に
つ
い
て

・
持
参
薬
を
使
用
す
る
ま
で

の
流
れ

当
院
で
は
す
べ
て
の
病
棟

に
担
当
薬
剤
師
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ま
が
持
参

さ
れ
た
薬
（
持
参
薬
）
・
お

薬
手
帳
・
お
薬
説
明
書
等
は

ま
ず
看
護
師
が
お
預
か
り
し

ま
す
。
薬
剤
師
は
持
参
薬
の

中
身
と
お
薬
手
帳
・
お
薬
説

明
書
を
確
認
し
て
患
者
さ
ま

に
服
用
方
法
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
同
時
に
ア

レ
ル
ギ
ー
や
副
作
用
歴
、
薬

に
対
す
る
不
安
な
点
に
つ
い

て
も
う
か
が
い
ま
す
。
特
に

副
作
用
や
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
は
、

今
後
の
治
療
に
際
し
使
え
る

薬
と
使
え
な
い
薬
を
判
断
す

る
の
に
非
常
に
重
要
で
す
の

で
詳
細
に
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
患
者
さ
ま
と
の

お
話
終
了
後
、
持
参
薬
報
告

書
を
作
成
し
主
治
医
に
報
告

し
ま
す
。

主
治
医
が
必
要
と
判
断
し

た
持
参
薬
を
入
院
後
使
用
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
持
参

薬
は
、
入
院
中
の
薬
物
治
療

方
針
に
基
づ
き
、
�
持
参
薬

の
使
用
を
途
中
で
中
止
し
た

り
、
�
投
与
量
の
増
減
時
に
、

医
療
安
全
の
観
点
か
ら
持
参

薬
と
同
じ
薬
で
あ
っ
て
も
院

内
の
処
方
に
切
り
替
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
代
替
薬
の
報
告

報
告
書
を
作
成
す
る
際
は
、

当
院
で
採
用
し
て
い
な
い
薬

剤
に
関
し
て
は
、
当
院
で
の

代
替
薬
も
あ
わ
せ
て
報
告
を

し
て
い
ま
す
。
当
院
で
採
用

さ
れ
て
い
る
同
じ
名
前
の
薬

で
も
規
格
（
１
錠
あ
た
り
の

薬
の
量
）
が
違
っ
て
い
た
り
、

最
近
は
後
発
品
に
代
替
調
剤

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
患
者
さ
ま
の
持
参
薬
が

無
く
な
っ
て
院
内
よ
り
処
方

す
る
際
な
ど
に
医
師
が
正
し

く
処
方
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

・
相
互
作
用
の
確
認

持
参
薬
服
用
開
始
後
は
持

参
薬
と
当
院
よ
り
処
方
さ
れ

る
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
（
相

互
作
用
）
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
薬
に
よ
っ
て
は
飲
み
合

わ
せ
の
悪
い
組
み
合
わ
せ
も

あ
り
、
病
棟
担
当
薬
剤
師
は

入
院
後
使
用
す
る
薬
（
当
院

よ
り
処
方
さ
れ
る
薬
、
持
参

薬
）
に
つ
い
て
相
互
作
用
な

ど
の
確
認
を
行
い
、
必
要
な

場
合
は
主
治
医
に
報
告
し
、

相
互
作
用
を
回
避
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

薬
に
よ
っ
て
は
食
べ
物
や
飲

み
物
と
の
相
互
作
用
が
あ
る

も
の
も
あ
り
、
病
院
で
の
食

事
に
相
互
作
用
の
あ
る
食
べ

物
が
出
な
い
よ
う
に
食
事
の

制
限
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・
服
薬
指
導
の
実
施

持
参
薬
に
つ
い
て
は
患
者

さ
ま
が
理
解
さ
れ
て
い
る
場

合
も
多
い
で
す
が
、
薬
効
や

副
作
用
、
服
用
上
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
病
棟

担
当
薬
剤
師
よ
り
服
薬
説
明

を
し
て
い
ま
す
。

入
院
さ
れ
る
際
は
、
普
段

お
使
い
の
薬
（
持
参
薬
）
と

お
薬
手
帳
や
お
薬
説
明
書
を

お
持
ち
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

薬
剤
師
は
患
者
さ
ま
の
薬

物
治
療
が
適
切
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
相
互
作
用
や
副
作
用

発
現
の
確
認
、
注
射
薬
の
混

合
、
服
薬
指
導
な
ど
薬
学
的

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病

棟
薬
剤
師
が
伺
っ
た
際
に
は
、

薬
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ（Diagnosis

Procedure
Combination;

包
括
評
価
方
式
）と
持
参
薬

２
０
１
０
年
７
月
に
新
し

い
１
・
５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置（M
agnetic

Resonance

Im
aging ：

磁
気
共
鳴
断
層

画
像
装
置：

PH
ILIPS

社
製
）
を
導
入
し
ま
し
た

（
写
真
１
）。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

は
、
磁
石
の
力
と
電
波
を
用

い
る
こ
と
で
人
体
の
断
層
画

像
を
作
り
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
と
異
な

り
、
放
射
線
を
使
用
し
な
い

た
め
被
ば
く
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
、
頭
部
や

胸
部
・
腹
部
、
手
足
の
関
節

な
ど
様
々
な
部
位
に
対
し
て

検
査
が
可
能
で
す
。
検
査
時

に
使
用
す
る
コ
イ
ル
も
、

（
２
０
１
０
年
８
月
時
点
）

東
京
に
５
台
し
か
導
入
さ
れ

て
い
な
い
胸
部
・
腹
部
な
ど

の
検
査
に
使
う
３２
チ
ャ
ン
ネ

ル
コ
イ
ル
や
全
国
で
ま
だ
２

台
し
か
導
入
さ
れ
て
い
な
い

手
首
専
用
コ
イ
ル
と
い
っ
た
、

様
々
な
最
新
の
コ
イ
ル
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
の
で
従
来
よ

り
も
高
画
質
な
画
像
が
撮
像

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

日
本
人
の
死
亡
原
因
が
第

３
位
で
あ
る
脳
血
管
疾
患
で

あ
る
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
）
の

診
断
に
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が

用
い
ら
れ
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
確

認
で
き
な
い
よ
う
な
急
性
期

の
脳
梗
塞
も
拡
散
強
調
画
像

を
用
い
る
こ
と
で
、
唯
一
明

瞭
に
梗
塞
巣
の
診
断
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

３
）。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
頭
部
脳
血
管
画
像
のM

R

Angiography

（
Ｍ
Ｒ
Ａ：

造
影
剤
を
使
用
し
な
い
で
血

管
画
像
を
得
る
手
法
）
を
撮

像
し
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ａ
は
、
脳

動
脈
の
血
流
信
号
を
画
像
化

す
る
方
法
で
あ
り
、
脳
内
血

管
の
狭
窄
や
ク
モ
膜
下
出
血

の
原
因
に
な
る
動
脈
瘤
（
血

管
の
こ
ぶ
）
な
ど
の
早
期
発

見
が
で
き
ま
す
（
写
真
４
）。

当
院
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
脳
ド
ッ

ク
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

健
康
で
あ
っ
て
も
脳
血
管
疾

患
を
ご
心
配
な
さ
れ
て
い
る

方
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
お
勧
め

し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
２
台
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置
を
稼
働
さ
せ
て
検
査
を
行

い
、
よ
り
多
く
の
方
が
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
迅
速
に
検
査
を
行

う
と
と
も
に
高
画
質
な
画
像

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ス
タ
ッ
フ
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

「
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
」

薬剤部
薬剤主任

村井 宗正

放射線科
診療放射線技師

山下 素幸

写真２
全脊椎撮影Ｔ２強調画像

図１

図２ DPCによる計算方法

写真１ 新MRI 装置：PHILIPS 社製 ACHIEVA

写真４ 頭部ＭＲＡ
矢印→に動脈瘤（血管のこぶ）が写っている。

写真３ 左：Ｔ１強調画像、右：拡散強調画像
写真左のＴ１強調画像では写っていないが、写
真右の拡散強調画像で脳梗塞部（矢印→）が
はっきりと写っている。
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１
�
は
じ
め
に

皆
さ
ま
、
昨
年
は
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
動
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
。
昨
年
６
月
の

大
流
行
宣
言
か
ら
１
年
２
カ

月
を
経
て
、
こ
の
８
月
１１
日

に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
終
息
宣
言
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

感
染
が
確
認
さ
れ
た
の
は

２
１
４
カ
国
・
地
域
で
、死
亡

者
は
世
界
で
少
な
く
と
も
１

万
８
４
４
９
人
、
日
本
で
は

６
月
末
に
２
０
０
人
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
の

感
染
者
総
数
は
実
際
に
は
お

よ
そ
２
５
０
０
万
人
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

正
確
な
死
亡
率
の
計
算
自

体
は
難
し
い
こ
と
な
の
で
す

が
、
今
回
の
日
本
に
お
け
る

死
亡
率
が
他
国
に
比
べ
て
低

か
っ
た
理
由
は
、
医
療
体
制

が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本

の
タ
ミ
フ
ル
の
使
用
量
が
全

世
界
の
７
割
を
占
め
る
ほ
ど

多
量
で
あ
る
こ
と
、
国
民
の

衛
生
思
想
や
情
報
の
理
解
度

が
良
好
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
�
油
断
大
敵

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

す
っ
か
り
消
え
て
ど
こ
か
へ

い
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
も
海
外
で

は
万
の
単
位
で
感
染
者
の
出

て
い
る
国
も
あ
り
、
今
夏
も

都
内
で
も
少
数
な
が
ら
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
見
ら

れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
９９

％
は
新
型
で
す
。
こ
れ
か
ら

秋
、
冬
に
向
か
っ
て
、
再
び

ウ
イ
ル
ス
は
活
発
に
な
り
蔓

延
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

は
常
に
変
異
し
て
お
り
、
強

毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
遺
伝
子
が
入
り
込
ん
で
、

い
つ
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
広

が
り
始
め
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
比
較
的
軽
か
っ
た

と
油
断
せ
ず
、
こ
の
経
験
を

活
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
性
質

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
は
図
１
の
よ
う
に
、
表

面
に
Ｈ
Ａ
（
ヘ
マ
グ
ル
チ
ニ

ン
）
と
Ｎ
Ａ
（
ノ
イ
ラ
ミ
ニ

ダ
ー
ゼ
）
と
い
う
２
種
類
の

蛋
白
の
突
起
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は

こ
の
Ｈ
Ａ
が
１６
種
類
、
Ｎ
Ａ

が
９
種
類
あ
り
、
そ
の
組
み

合
わ
せ
で
Ｈ
３
Ｎ
２
（
Ａ
香

港
型
）
Ｈ
１
Ｎ
１
（
Ａ
ソ
連

型
）
な
ど
と
表
現
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
Ｈ
１
Ｎ
１

ｐ
ｄ
ｍ
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

と
記
し
ま
す
。

ヘ
マ
グ
ル
チ
ニ
ン
が
鼻
や

の
ど
の
粘
膜
細
胞
の
シ
ア
ル

酸
と
い
う
物
質
に
結
合
し
、

ウ
イ
ル
ス
は
細
胞
内
へ
進
入

し
ま
す
。
そ
し
て
細
胞
内
で

爆
発
的
に
増
殖
し
て
か
ら
細

胞
外
へ
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ

の
放
出
の
際
に
ノ
イ
ラ
ミ
ニ

ダ
ー
ゼ
が
シ
ア
ル
酸
と
ヘ
マ

グ
ル
チ
ニ
ン
と
の
結
合
を
切

断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ

ル
ス
が
遊
離
し
、
次
の
細
胞

へ
と
感
染
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療

に
は
、
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル

（
商
品
名
タ
ミ
フ
ル
）
の
内

服
か
ザ
ナ
ミ
ビ
ル
（
商
品
名

リ
レ
ン
ザ
）
の
吸
入
が
使
わ

れ
ま
す
。
ま
た
使
う
場
面
は

限
ら
れ
ま
す
が
、
今
年
か
ら

注
射
薬
も
登
場
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
こ
の
ノ
イ
ラ
ミ

ニ
ダ
ー
ゼ
の
働
き
を
阻
害
す

る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

発
症
か
ら
長
い
時
間
が
経
っ

て
、
す
っ
か
り
ウ
イ
ル
ス
が

増
え
て
か
ら
で
は
効
き
目
が

あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
主

に
飛
沫
感
染
し
ま
す
。
飛
沫

と
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
、
会

話
で
出
る
し
ぶ
き
の
こ
と
で
、

く
し
ゃ
み
は
新
幹
線
並
み
の

ス
ピ
ー
ド
が
出
ま
す
か
ら
、

軽
い
粒
子
は
３
�
ほ
ど
飛
ば

さ
れ
ま
す
。
ま
た
咳
１
回
に

ウ
イ
ル
ス
粒
子
１０
万
個
が
含

ま
れ
ま
す
。
ド
ア
ノ
ブ
、
電

話
器
等
々
こ
の
飛
沫
が
付
着

し
た
と
こ
ろ
を
さ
わ
っ
た
手

で
、
鼻
粘
膜
に
触
れ
れ
ば
接

触
感
染
も
お
き
ま
す
。
普
段

か
ら
自
分
の
鼻
、
髪
の
毛
な

ど
を
無
意
識
に
触
る
癖
の
あ

る
人
は
、
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

４
�
感
染
予
防

感
染
予
防
は
、
感
染
経
路

を
断
つ
こ
と
と
基
本
的
生
活

習
慣
で
す
。

感
染
経
路
遮
断
と
し
て
は
、

う
が
い
、
手
洗
い
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
が
大
切
で
す
。
他
人

の
顔
に
向
け
て
咳
を
し
な
い
、

鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

す
ぐ
捨
て
る
、
手
は
す
ぐ
に

よ
く
洗
う
、
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
当
院
で
は
図
２
の

よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
を
使
用
し

て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
ま

す
。
家
庭
内
、
職
場
内
で
も

マ
ナ
ー
が
し
っ
か
り
守
れ
て

い
れ
ば
、
感
染
は
確
実
に
減

り
ま
す
。

普
段
か
ら
し
っ
か
り
睡
眠

と
休
息
を
と
る
こ
と
、
緑
黄

色
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
る
こ

と
、
水
分
補
給
も
十
分
に
、

ま
た
手
洗
い
を
し
っ
か
り
行

い
ま
し
ょ
う
。
口
腔
粘
膜
の

乾
燥
も
大
敵
で
す
。
鼻
づ
ま

り
が
あ
り
、
口
を
開
け
て
眠

る
方
は
是
非
、
原
因
疾
患
の

治
療
を
し
て
下
さ
い
。
部
屋

の
湿
度
は
温
度
と
の
関
係
で

決
ま
り
ま
す
の
で
、
冬
場
は

暖
房
を
強
に
し
て
加
湿
す
る

よ
り
、
若
干
暖
房
温
度
を
下

げ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

む
や
み
に
加
湿
す
る
と
結
露

し
た
場
所
で
カ
ビ
が
発
生
し
、

ぜ
ん
そ
く
症
状
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
要
注
意

で
す
。

そ
の
上
で
、
体
調
の
良
い

時
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

５
�
今
季
の
予
防
接
種

今
年
の
イ
ン
フ
ル
予
防
接

種
は
１０
月
に
は
市
場
に
出
回

る
予
定
で
す
。
今
季
は
、
Ａ

香
港
型
株
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
株
、
及
び
Ｂ
型
株
の

３
種
類
入
り
の
製
品
な
の
で
、

成
人
は
１
回
、
１２
歳
以
下
は

２
回
の
接
種
で
す
。（
昨
年

の
よ
う
に
お
子
さ
ん
に
合
計

４
回
も
接
種
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
血
液
中
の
抗
体
を
産

生
さ
せ
る
も
の
で
、
鼻
や
の

ど
の
粘
膜
で
ウ
イ
ル
ス
が
侵

入
し
な
い
よ
う
に
す
る
方
法

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
重
症
化
を
防
ぐ
も
の
だ
と

考
え
て
下
さ
い
。
特
に
持
病

の
あ
る
方
、
高
齢
者
、
小
児
、

受
験
生
は
ワ
ク
チ
ン
が
勧
め

ら
れ
ま
す
。
妊
婦
の
方
は
主

治
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
お
よ
そ

５
カ
月
持
続
す
る
と
言
わ
れ

ま
す
。

６
�
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

水
分
を
し
っ
か
り
摂
り
、

安
静
臥
床
と
し
て
く
だ
さ
い
。

持
病
が
な
い
方
で
も
、
非
常

に
重
篤
に
な
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
症
状
が
重
い
と
感
じ

た
ら
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
下
さ
い
。

高
熱
と
倦
怠
感
、
咽
頭
痛
、

関
節
痛
、
頭
痛
、
と
き
に
腹

痛
、
下
痢
な
ど
が
一
般
的
な

症
状
で
す
。
小
児
で
は
意
識

状
態
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

意
味
不
明
の
こ
と
を
言
う
、

持
続
す
る
け
い
れ
ん
な
ど
は

脳
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
受
診
を
急
い
で
く
だ
さ

い
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
急
に

肺
炎
が
進
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
ら
人
の
集
ま
る
と
こ

ろ
に
出
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。

う
つ
さ
れ
た
人
が
重
症
に
な

り
命
に
か
か
わ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
理
解
し
、
学
校

や
塾
、
職
場
を
休
む
勇
気
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
ば

り
す
ぎ
は
禁
物
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
、ど
う
身
を
守
る
か

前
回
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消

方
法
と
し
て
、
話
相
手
、
相

談
相
手
を
持
つ
こ
と
、
趣
味

な
ど
で
気
分
転
換
を
は
か
る

こ
と
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る

こ
と
、
さ
ら
に
、
ゆ
っ
く
り

食
事
を
と
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
、
職
場
環
境
を
良

く
す
る
た
め
に
、
職
場
の
管

理
者
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

を
お
話
し
ま
す
。

あ
る
企
業
が
次
の
よ
う
な

調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
�
仕
事
は
忙
し
い
が
、

人
間
関
係
の
良
い
職
場
と
、

�
仕
事
は
さ
ほ
ど
忙
し
く
な

い
が
、
人
間
関
係
の
良
く
な

い
職
場
で
は
、
ど
ち
ら
の
方

が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悩
み

を
か
か
え
る
職
員
が
多
い
か

と
い
う
調
査
で
す
。
皆
さ
ん

は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

私
は
、
漠
然
と
、
仕
事
の

忙
し
い
職
場
の
方
が
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
悩
み
を
か
か
え

る
職
員
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
果
は
逆
で
し
た
。

仕
事
が
忙
し
く
な
く
て
も
、

人
間
関
係
の
悪
い
職
場
の
方

が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悩

み
を
か
か
え
る
職
員
が
多

か
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、

職
場
の
人
間
関
係
が
良
け
れ

ば
、
仕
事
が
忙
し
く
て
も
、

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
と
い

う
結
果
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
職
場
の
対
人

関
係
を
良
く
す
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
特
に
、
職
場
の
管
理

者
は
、
何
に
気
を
つ
け
た
ら

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

１
�
「
あ
い
つ
最
近
、
元
気

が
な
く
て
、
な
ん
と
な
く

普
段
と
違
う
な
あ
」
と
感

じ
る
部
下
が
い
た
ら
、
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
心

配
事
を
か
か
え
て
、
孤
立

し
か
け
て
い
て
、
し
か
し

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に

困
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

２
�
職
場
で
何
か
人
間
関
係

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時

に
は
、
事
実
関
係
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
当

事
者
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
人
た
ち
か
ら
も
情
報
を

入
れ
て
、
客
観
的
事
実
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

３
�
そ
の
結
果
、
ま
ず
い
点

が
見
つ
か
っ
た
ら
、
そ
れ

を
き
ち
ん
と
指
摘
し
て
く

だ
さ
い
。

４
�
必
要
な
時
に
は
叱
っ
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
叱

る
理
由
を
は
っ
き
り
言
っ

て
、
納
得
さ
せ
て
叱
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

叱
ら
れ
た
方
も
い
や
な
気

持
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
勉
強
に
な
っ
て
良

か
っ
た
と
思
う
も
の
で
す
。

叱
っ
た
上
司
は
、
感
謝
さ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

嫌
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

５
�
腹
い
せ
に
怒
り
を
ぶ
つ

け
る
の
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
を
や
る
と
、

や
ら
れ
た
方
は
い
や
な
思

い
を
し
ま
す
し
、
や
っ
た

上
司
は
嫌
わ
れ
ま
す
。
職

場
環
境
を
ダ
メ
に
す
る
最

悪
の
パ
タ
ン
で
す
。

６
�
褒
め
る
べ
き
時
に
は
褒

め
ま
し
ょ
う
。
褒
め
る
タ

イ
ミ
ン
グ
は
難
し
い
の
で

す
が
、
本
人
が
達
成
感
を

持
っ
て
い
る
時
に
褒
め
る

の
が
ベ
ス
ト
で
す
。「
自

分
で
自
分
を
褒
め
て
や
り

た
い
。」
と
言
っ
た
女
性

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が
い

ま
し
た
。
そ
う
思
っ
て
い

る
時
が
褒
め
る
の
に
一
番

良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

７
�
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悩

み
を
か
か
え
て
心
療
内
科

な
ど
に
通
院
中
の
職
員
が

い
る
場
合
に
は
、
無
理
は

さ
せ
な
い
な
ど
の
配
慮
は

必
要
で
す
が
、「
は
れ
も

の
に
さ
わ
る
」
よ
う
な
対

応
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

こ
う
い
う
方
は
、
他
の

人
と
同
じ
よ
う
に
、
一
人

前
に
働
く
こ
と
が
で
き
て
、

仕
事
で
自
信
を
取
り
戻
す

こ
と
に
よ
り
、
心
の
健
康

を
回
復
す
る
の
で
す
。

（
完
）

円円
滑滑
なな
人人
付付
きき
合合
いい
をを
すす
るる
たた
めめ
にに

職
場
環
境
を
良
く
す
る
第４回

（最終回）

精神科
部長

亀山 知道

小児科
主任医長

小野 正恵
図１ A型インフルエンザウイルス模式図

図２ 咳エチケットの啓発ポスター

平成２２年１０月１日（３）第９８号



●
●

●●●
●
●

●

地下鉄有楽町線 

地下鉄南北線 

�至 新宿 
JR総武線 

神
楽
坂 
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交番 

日本歯科大学 

西口 

飯田橋郵便局 
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地
下
鉄
東
西
線

地
下
鉄
大
江
戸
線

至 千葉 

法
政
大
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管理棟・ 
人間ドックセンター 

診療棟・病棟 
東京逓信病院 
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地下鉄 飯田橋駅 

地下鉄 飯田橋駅 

地
下
鉄 

飯
田
橋
駅 

５
階
西
病
棟
は
外
科
、
眼

科
、
泌
尿
器
科
の
混
合
病
棟

で
す
。

外
科
で
は
主
に
消
化
器
・

乳
房
の
疾
患
、
眼
科
で
は
白

内
障
、
緑
内
障
、
加
齢
黄
斑

変
性
症
、
泌
尿
器
科
で
は
腎

臓
、
膀
胱
、
前
立
腺
の
疾
患

で
手
術
を
受
け
る
方
が
多
く

入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
疾
患

の
特
徴
か
ら
入
院
期
間
が
短

く
、
さ
ら
に
入
院
か
ら
退
院

ま
で
患
者
さ
ま
の
状
態
は
大

き
く
変
化
し
ま
す
。
不
安
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

入
院
生
活
を
で
き
る
だ
け
快

適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
ケ
ア

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
を
用
い

て
入
院
時
よ
り
術
前
・
術
後

・
退
院
後
の
治
療
や
日
常
生

活
へ
の
注
意
点
な
ど
を
明
確

に
し
、
患
者
さ
ま
が
安
心
し

て
治
療
を
継
続
で
き
る
よ
う

配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
眼
科
で
最

近
注
目
さ
れ
て
い
る
抗
Ｖ
Ｅ

Ｇ
Ｆ
療
法
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

も
の
が
「
ゆ
が
む
」「
欠
け

る
」「
中
心
が
ぼ
や
け
る
」

と
い
っ
た
見
え
方
の
異
常
を

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
こ
ん
な
症
状
は
加
齢
黄

斑
変
性
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

加
齢
黄
斑
変
性
症
は
、
歳

を
と
る
と
と
も
に
網
膜
の
中

心
部
で
あ
る
黄
斑
が
障
害
さ

れ
、
視
力
低
下
や
変
視
症
な

ど
が
お
こ
り
視
野
の
中
心
が

見
づ
ら
く
な
る
病
気
で
す
。

黄
斑
部
の
脈
絡
膜
か
ら
新
生

血
管
と
呼
ば
れ
る
異
常
な
血

管
が
生
え
て
く
る
タ
イ
プ
の

滲
出
型
は
、
症
状
の
進
行
が

速
く
、
急
激
に
視
力
が
低
下

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
新
生

血
管
は
破
れ
や
す
い
た
め
、

黄
斑
が
出
血
し
た
り
、
む
く

ん
だ
り
し
て
、
も
の
を
見
る

細
胞
の
機
能
が
障
害
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
は
新
生
血

管
の
成
長
を
活
発
化
さ
せ
る

体
の
中
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
（
血
管

内
皮
増
殖
因
子
）
と
い
う
物

質
の
働
き
を
抑
え
る
薬
で
、

ル
セ
ン
テ
ィ
ス
�

と
マ
ク
ジ
ェ

ン
�

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
薬
を
眼
内
に
注
射
す
る

こ
と
で
新
生
血
管
の
増
殖
や

成
長
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る

の
で
す
。
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
に

よ
る
薬
物
療
法
は
、
導
入
期

と
維
持
期
で
異
な
り
ま
す
。

導
入
期
で
は
、
月
１
回
抗
Ｖ

Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
を
白
眼
の
部
分
か

ら
眼
の
中
心
の
硝
子
体
と
い

う
場
所
に
向
け
て
注
射
し
ま

す
。
こ
れ
を
３
回
繰
り
返
し

ま
す
。
そ
の
後
の
維
持
期
は
、

眼
の
診
察
や
検
査
で
症
状
を

み
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

注
射
し
ま
す
。
検
査
は
必
要

に
応
じ
て
月
１
回
、
視
力
検

査
と
眼
底
検
査
、
場
合
に
よ

り
光
干
渉
断
層
撮
影
等
を
行

い
ま
す
。

治
療
は
手
術
室
で
行
い
ま

す
が
、
当
院
で
は
入
院
す
る

か
入
院
せ
ず
に
行
う
か
を
お

選
び
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〈
治
療
後
の
注
意
〉

注
射
後
１
週
間
は
感
染
の

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
次
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
外
来
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
眼
の
痛
み
や
不
快
感

・
眼
充
血
の
悪
化

・
目
や
に

・
光
に
対
す
る
過
敏
症

・
飛
蚊
症
（
目
の
前
を
小
さ

な
「
浮
遊
物
」
が
飛
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
る
）

・
視
力
の
低
下
を
感
じ
る

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、

＊
点
眼
薬
は
清
潔
な
手
で
扱

い
ま
し
ょ
う
。

＊
眼
に
不
快
感
が
あ
っ
て
も
、

手
で
眼
を
こ
す
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
治
療
後
に
眼
が
か
す
む
な

ど
の
症
状
が
続
い
て
い
る

間
は
、
高
所
作
業
、
自
動

車
の
運
転
な
ど
危
険
を
伴

う
機
械
の
操
作
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

＊
注
射
後
の
入
浴
、
洗
顔
、

洗
髪
に
つ
い
て
は
、
医
師

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
治
療
を
受
け

て
い
る
眼
に
水
が
入
ら
な

い
よ
う
に
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
に
支
障
を
感
じ

た
ら
、
も
う
歳
だ
か
ら
・
・

と
思
う
前
に
ぜ
ひ
一
度
受
診

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

今
回
は
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
障
害
者
手
帳

に
は
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
手
帳
を
取
得
す
る
こ

と
に
よ
り
、
手
当
、
医
療
費

の
助
成
、
日
常
生
活
用
具
の

給
付
・
貸
与
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
、
交
通
運
賃
の

割
引
、
税
金
の
免
除
・
控
除

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
帳
に

は
障
害
の
内
容
や
等
級
が
記

さ
れ
て
お
り
、
提
示
す
る
こ

と
で
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
申
請
後
、

約
１
〜
２
ヵ
月
で
交
付
さ
れ

ま
す
。
年
齢
や
所
得
、
障
害

の
程
度
な
ど
に
よ
り
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
に
制
限
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
福
祉

事
務
所
又
は
障
害
福
祉
担
当

課
等
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〈
身
体
障
害
者
手
帳
と
は
〉

身
体
障
害
者
福
祉
法
で
定

め
ら
れ
た
一
定
の
障
害
が
あ

る
人
が
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と

な
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
種
類
ご
と
に
障
害
の

程
度
を
７
等
級
に
区
分
し
て

い
ま
す
。
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
る
の
は
最
重
度
の
１
級

か
ら
軽
度
の
６
級
ま
で
で
、

障
害
の
程
度
が
該
当
す
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

手
帳
の
交
付
を
受
け
る
に
は

お
住
ま
い
の
福
祉
事
務
所

又
は
障
害
者
福
祉
課
に
申
請

し
ま
す
。
手
続
き
に
必
要
と

な
る
診
断
書
は
各
都
道
府
県

知
事
か
ら
指
定
を
受
け
た
医

師
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
第

１５
条
指
定
医
）
が
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
の
種
別
と
等
級

・
視
覚
障
害

１
〜
６
級

・
聴
覚
障
害

２
、
３
、
４
、

６
級

・
平
衡
機
能
障
害

３
、
５

級
・
音
声
、
言
語
、
そ
し
ゃ
く

機
能
障
害

３
、
４
級

・
肢
体
不
自
由

１
〜
７
級

（
７
級
の
障
害
は
単
独
で

は
手
帳
交
付
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。）

・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器

・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小

腸
機
能
障
害

１
、
３
、

４
級

・
免
疫
機
能
、
肝
臓
機
能
障

害

１
〜
４
級

申
請
に
必
要
な
も
の
の
例

・
身
体
障
害
者
手
帳
診
断
書

（
用
紙
は
申
請
先
に
あ
り

ま
す
）

・
写
真（
縦
４
�
×
横
３
�
）

・
印
鑑

〈
療
育
手
帳
と
は
〉

知
的
障
害
の
あ
る
方
が
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
手
帳
で
す
。

療
育
手
帳
は
都
道
府
県
（
政

令
指
定
都
市
）
の
独
自
の
発

行
で
あ
る
た
め
、
東
京
都
や

横
浜
市
で
は
「
愛
の
手
帳
」、

埼
玉
県
で
は
「
み
ど
り
の
手

帳
」
等
、
名
称
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手

帳
の
判
定
基
準
に
お
い
て
も

判
定
方
法
、
判
定
区
分
は
各

自
治
体
で
異
な
り
ま
す
。
東

京
都
の
場
合
、
障
害
の
程
度

を
総
合
判
断
し
て
最
重
度
の

１
度
か
ら
軽
度
の
４
度
に
該

当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

手
帳
の
交
付
を
受
け
る
に
は

〜
東
京
都
の
場
合
〜

「
愛
の
手
帳
」
を
取
得
す

る
に
は
、
１８
歳
未
満
の
方
は

児
童
相
談
所
、
１８
歳
以
上
の

方
は
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
の
判
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
判
定
を
受
け
、
障

害
の
程
度
が
該
当
す
る
と
手

帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
判
定

の
申
し
込
み
は
予
約
制
の
た

め
直
接
お
問
い
合
わ
せ
に
な

る
か
、
お
住
ま
い
の
役
所
の

障
害
者
福
祉
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
の
例

写
真（
縦
４
�
×
横
３
�
）、

印
鑑

〈
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
と
は
〉

精
神
障
害
の
た
め
長
期
に

わ
た
っ
て
日
常
生
活
ま
た
は

社
会
生
活
に
困
難
が
生
じ
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
、
一

定
の
障
害
が
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。
手
帳
の

等
級
は
障
害
の
程
度
に
よ
り

重
い
方
か
ら
１
級
・
２
級
・

３
級
と
な
り
ま
す
。

手
帳
の
交
付
を
受
け
る
に
は

お
住
ま
い
の
区
市
町
村
の

担
当
窓
口
（
２３
区
は
保
健
所

・
保
健
セ
ン
タ
ー
等
、
市
町

村
地
域
は
市
役
所
・
町
村
の

障
害
者
福
祉
課
等
）
に
申
請

し
ま
す
。
更
新
は
２
年
毎
、

有
効
期
限
の
３
か
月
前
か
ら

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
の
例

・
障
害
者
手
帳
申
請
書

・
診
断
書
（
精
神
障
害
に
係

る
初
診
日
か
ら
６
か
月
経

過
し
た
日
以
後
の
日
に
作

成
さ
れ
、
作
成
日
が
申
請

日
か
ら
３
か
月
以
内
の
も

の
）

・
写
真（
縦
４
�
×
横
３
�
）

・
宛
名
を
書
い
た
郵
便
は
が

き
（
交
付
予
定
日
の
通
知

を
希
望
す
る
方
の
み
）

※
申
請
書
・
診
断
書
の
様
式

は
、
各
区
市
町
村
の
担
当

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

１０月１日から

ウェブサイトが新しくなりました
http : //www.hospital.japanpost.jp/tokyo/

ウェブサイトのデザイン
をリニューアルし、見やす
く、探しやすいページにな
りました。
また、携帯電話用サイト

もリニューアルしています。

新
任
医
師
紹
介

☆
平
成
２２
年
７
月
１
日
付
採
用

皮膚科医師
あら き ま ゆ こ

荒木 麻由子

乾
癬
、
レ
ー
ザ
ー
を
専
門
に
し
て
い

ま
す
。
信
頼
関
係
を
築
き
、
質
の
高
い

医
療
を
提
供
で
き
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
平
成
２２
年
７
月
１
日
付
採
用

耳鼻咽喉科医師
にしじま ひろのぶ

西嶌 大宣

東
京
逓
信
病
院
で
の
初
期
臨
床
研
修

後
、
３
つ
の
病
院
を
経
て
４
年
ぶ
り
に

戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
平
成
２２
年
８
月
１
日
付
採
用

整形外科医師
まき い ゆう ま

牧井 勇磨

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
お
困
り
の
症
状
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
平
成
２２
年
９
月
１
日
付
採
用

脳神経外科医長
たにぐち たみ き

谷口 民樹

脳
動
脈
瘤
や
脳
腫
瘍
の
手
術
を
し
て

い
ま
す
。
脳
の
病
気
が
ご
心
配
な
方
は

ご
遠
慮
な
く
。
ご
紹
介
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

交通のご案内診 療 科
内科、内分泌・代謝内科、血液内科、神経内科、感染症内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、呼吸器内科、精神科、
外科、呼吸器外科、脳神経外科、整形外科、婦人科、小児科、眼科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、放
射線科、麻酔科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、救急科、病理診断科

外来診療日
●月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く。）

予約の方法・予約受付の時間帯等
●電話での予約…９：００～１７：００
●電話番号………………０３‐５２１４‐７３８１

時間外（急患）診療
●連絡先…………………０３‐５２１４‐７７６８（救急診療室）

診療受付時間

８：３０～１１：００まで

１２：３０～１４：３０まで

８：００～１６：００まで

午前の診療

午後の診療

自動受付機（予約のある方のみ）

窓口

ホームページアドレス http : //www.hospital.japanpost.jp/tokyo/
メールアドレス admin@tth-japanpost.jp

ナース
ステーション

５階西病棟
看護師長

大野 正子

東京逓信病院のご利用案内 ～全科診療予約制を実施しています～

医療福祉の
知識

障
害
者
手
帳
に
つ
い
て

★平成２２年９月３０日付退職
佐藤 雅秀（皮膚科医師）

★平成２２年７月３１日付退職
千原 康裕（耳鼻咽喉科医師）

当院を
退職しました

抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法

携帯電話用
２次元コード

第９８号（４）平成２２年１０月１日


